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区役所（出張所を除く）の一部窓口業務は
毎週木曜日（祝日・年末年始を除く）の19時まで延長しています 小倉南区人口 20万9012人、世帯数9万385世帯（令和元年9月1日現在）

お出かけ
❶東谷フェスティバル　

▲

チャリティ
コンサートやフェスタバザー、秋はな
び（荒天中止）＝10月19日㈯12～20
時15分　

▲

地元学校などの作品展

示や演芸、餅まきなど＝10月20日㈰
10～16時30分。❶の♦東谷興農会

（大字木下）で。♥東谷市民センター
☎451・0217へ。
❷蜷田人権フェスティバル　 ▼講演
会＝合唱音楽家・弓削田健介さんに

よる「いのちと夢のコンサート」。10月
19日㈯10～11時30分　 ▼ 作品発表
展 示 会＝10月19日10～16時と20日
㈰9時30分～15時　 ▼ 舞台発表会＝
10月20日9時30分～15時。❷の♦
蜷田地域交流センター（横代東町二
丁目、☎961・0964）で。
❸もりつね徳力音楽祭　10月25日
㈮～28日㈪、守恒市民センター（守恒
二丁目）などで。公演時間など詳細は
小倉南区役所コミュニティ支援課☎

951・1037へ。
❹小倉南区文化祭 日本舞踊合同大
会　11月24日㈰13～16時30分、北九
州芸術劇場（リバーウォーク北九州6
階）で。入場料2000円。♥小倉南区役
所コミュニティ支援課☎951・4115へ。

介護支援ボランティア 
登録研修会

　11月13日㈬14～16時、小 倉 南 生
涯学習センター（小倉南区役所横）で。
対象は65歳以上。定員30人。ボランテ
ィア登録には介護保険被保険者証が
必要。＃11月12日までに北九州市社
会福祉協議会ボランティア・市民活
動センター☎881・6500へ。

徳力地域交流センターの 
講座

❶年賀状講座　11月11日～12月9日
の毎週月曜日（全5回）。教材費800円。
❷仕事で使えるエクセル関数講座　
11月30日～来年2月29日のおおむね
毎週土曜日（全10回）。教材費2860円。
　♦13時30分 ～15時30分。対 象
は18歳以上（学生は除く）。定員各10
人。＃往復はがき（1人だけ）に基本事
項を書いて❶は10月31日、❷は11月
8日までに同施設（〒
802-0974小倉南区徳
力六丁目3-1、☎961・
0175）へ。

 編集 小倉南区役所総務企画課 ☎951・1024  　951・5553
　

●時間は24時間表記。
●料金について記載のない催しは
　入場無料（参加無料）。
●はがき・往復はがき・電子申請の
　応募方法は11ページを参照。
＃＝申し込み　♥＝問い合わせ
♦＝共通の内容　＊＝市の担当課
£＝ネット窓口（電子申請）

 申し込み・問い合わせ先 小倉南区役所保健福祉課 ☎951・4125 

北九州市人口 94万169人（男44万3607人/女49万6562人）、世帯数43万1733世帯

種　類 対　象 料　金 定員 実 施 日 時　間 会　場 ＃

特定健診注2） 40〜74歳
（国民健康保険加入者） 無料 −

11月6日㈬ 13時30分〜 
15時

長行市民センター
（徳吉西三丁目）

不要
11月10日㈰ 9〜10時30分 小倉南生涯学習センター

11月13日㈬ 13時30分〜 
15時

広徳市民センター
（徳力六丁目）

※若者健診・各種がん検診・肝炎ウイルス検査などについては♥を。
骨粗しょう症検診 18歳以上 1000円注1） − 11月10日㈰ 9～10時30分 小倉南生涯学習センター

胃がん検診 35歳以上
35～39歳

1000円注1）
40歳以上
900円注1）

先着 
45人 11月26日㈫ 9〜10時30分 広徳市民センター 

（徳力六丁目）
10月17日

から

乳がん検診 昨年度受診していない
40歳以上の女性 1000円注1） 先着 

40人 11月18日㈪ 13時30分〜 
16時30分 小倉南生涯学習センター 10月17日 

から
※11月12日㈫の離乳食教室（前期）（＃不要）については♥を。

注１）非課税世帯の人や70歳以上の人などを対象にした無料制度があります。詳細は♥を。
注２）「特定健診受診券」、「国民健康保険証」が必要。後期高齢者医療被保険者証をお持ちの人は福岡県後期高齢者医療広域
連合☎092651・3111に♥を。
■個別に医療機関で受けることができる検診もあります。詳細は♥を。

令和元年
2 0 19 1510/

無料がん検診フェア
　来年2月2日㈰8時30分～15時（受け付けは14時まで）、小倉医師会健診
センターで。＃はがき（1人だけ）に基本事項と性別、生年月日、検診番号と検
診名（複数可）、特定健診希望者は同健診受診券番号を書いて10月31日まで
に同施設（〒802-0076小倉北区中島一丁目19-17、☎551・3185）へ。

検診
番号 検　診　名 対　　　　象 定　員

（抽選）
❶ 北九州市国保特定健診 40〜74歳で市国保の受診券を持つ人 250人
❷ 肝炎ウイルス検査 18歳以上で検査を受けたことがない人 500人
❸ 胃がん検診（胃部X線） 35歳以上 480人

❹ 乳がん検診 
（マンモグラフィーだけ） 40歳以上の女性 200人

❺ 子宮頸がん検診 20歳以上の女性 260人
❻ 大腸がん検診 40歳以上 1000人
❼ 結核・肺がん検診（胸部X線）40歳以上 1000人
❽ 前立腺がん検診 50歳以上の男性 300人
❾ 骨粗しょう症検診 18歳以上 800人

　竜巻の強さを表す「Ｆス
ケール」は、何故『Ｆ』なの
か？　それは、本区中曽根
出身の気象学者「藤田哲
也」の名前が基になってい
るからです。

第6回　ミスター・トルネード
　　　  藤田哲也

小倉南区
ふるさと探訪

区制45周年記念

　少年時代、父親と行った曽根干潟で「潮の満ち引きは太陽と月の引力で起
こる」ことを教えられ自然観察の大切さを学び、学生時代は平尾台を探検し
鍾乳洞を発見するなど、現場を歩き調べ記録し研究を行ってきました。
　そして、明治専門学校（現九州工業大学）助教授時代に、佐賀県脊振山で行
った雷雲調査で雷雲の下部に下降気流を発見したことにより、昭和28年、アメ
リカのシカゴ大学に招待され竜巻の研究に着手し、さまざまな発見をします。
　特に有名なものは、「Ｆスケール」の考案、「竜巻の二重構造」の発見、そして
航空機墜落事故の原因追及から「ダウンバースト」を発見したことです。これ
らの発見を通じて、竜巻被害の減少と航空機離着陸時の事故防止に多大な
貢献をしました。
　昨年3月に開館した「小倉南図書館」の郷土資料コーナーには、藤田哲也博
士の胸像や関係書籍、紹介パネルがあり、博士の功績が紹介されています。
　♥小倉南区役所総務企画課☎951・1024へ。

合馬竹灯籠まつり（10月19
日㈯）の無料シャトルバス
モノレール基地広場駐車場

（企救丘駅そば）から15時
30分以降20～30分間隔で
運行。行きは20時20分まで。


